臨時生物科学セミナー　第174回

日時：2010年2月24日（水）15：00～16:30

場所：理学部2号館　223号室

	　講演題目：液胞膜と原形質膜の融合による植物免疫〜A Kiss of Death〜

	　講演者名： 西村いくこ教授　（京都大学大学院理学研究科生物科学専攻）

	　講演の概要：

植物も動物と同様に様々な外敵にさらされながら生きていますが，動物にみられる免疫細胞のような特殊部隊をもっていません．植物は，液胞の中に細菌を攻撃するための抗菌物質や分解酵素を多量に蓄積しています．一方，細菌は細胞の外で増殖します．植物が，細胞外の細菌を攻撃するために，どのようにして細胞内の抗菌物質を使っているかということは長らく謎のままでした．私達は，細菌に感染した植物の細胞が，細胞の内側にある液胞と外部とをつなぐトンネルをつくることにより，液胞内部の抗菌タンパク質を外部に放出して細菌を攻撃すると同時に，自らの細胞を死に至らしめるという防御メカニズムを見出しました(1-4)．

　シロイヌナズナにPseudomonas syringae DC3000(avrRpm1)を接種すると，6時間以内に過敏感細胞死が観察されますが，それに先だって，液胞膜と細胞膜が融合します．この融合によって抗菌活性をもつ液胞内容物が細胞外に放出されました．液胞膜と原形質膜の融合はプロテアソーム依存的な経路によって制御されていました．植物は，細胞内で増殖するウイルスに対しては液胞膜そのものを崩壊させて攻撃するのですが (5)，これと対比させると植物が病原体によって細胞内膜系を巧みに使い分けていることが分かります．病原菌は気孔から侵入しますが，この気孔の分化に関する最近の研究 (6) についても触れたいと思います．
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